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一  般  質  問  通  告  書 

 
令和 ６年 ５月 ２２日 

 
高山村議会議長 西原 澄夫 様 
 

高山村議会議員  黒岩 清道     
 
質 問 事 項 質問の趣旨 

1.村民の足、公共交

通と福祉について 
 

高山村も少子高齢化が進む中、先日、議会報告会や小中学生の保護者アン

ケートの中で、住民の足、特に学生や高齢者の足について、利便性と改善の

ご意見を頂いています。移住された方からは、こんなにも不便とは思わなか

ったと言われました。村では「第２期地域公共交通計画」の策定に向けて進

めていると思いますが、いくつか質問をします。 
 

質問要旨と質問 
①「第２期地域公共交通計画」の策定に向けて、どの様な意見を取り入れて、

どの様な改善が図られるのか、現在の状況と見通しはどの様になっています

か。 
 
②移動の足がない人、特に買い物難民のために、県内外の自治体で行ってい

る、買い物支援バスなどを、村のバス等を利用して、運行を試すことはでき

ませんか。 
 
③先日、小中学生の保護者から、ご意見を頂いた中で、スクールバスの運行

を強く要望されましたが、村としての考えは。 
 

質 問 事 項 質問の趣旨 
2.再生可能エネルギ

ーと水力発電につい

て 

ゼロカーボンと、最近の燃料費の高騰などを考え、再生可能エネルギーの

推進が必要な時期と感じます。太陽光発電、小水力発電、風力発電、バイオ

マス発電などがあります。現在村では、地産地消の考えや、災害時の蓄電池

設備の考えを踏まえて、チャオルや中学校での、太陽光発電や蓄電池設備の

整備を進めています。しかし、景観の問題や天候の問題もあります。そこで、

天候に左右されない小水力発電について質問します。 
 

質問要旨と質問 
①業者２社より、樋沢川上流での小水力発電の申請がありましたが、現在の

村の対応と今後について、どの様に進められていますか。 
 
②県内外の自治体では、農業用水路を利用した、小水力発電の取り組みをし

ています。公共施設の電源としたり、災害時の電源としたり、高齢者の憩い

の場の電源としたり様々ですが、村としての取り組み方や考え方は。 

 


